
 

「国体等を見据えた今後の社会体育施設の整備方針等について」 

 

１ （仮称）彦根総合運動公園の整備 

施 設 名 整 備 の 方 向 性 ﾎｽﾄﾀｳﾝ ＷＭＧ 国 体 

（仮称）彦根総合

運動公園 

・現在の彦根総合運動場を国体等の主会場とす

るため、第 1種陸上競技場を備えた都市計画

公園として再整備する 

・県民のスポーツ拠点としての機能強化や愛着

をもって利用される多様な機能を備えた公園

として、周辺景観と調和した施設を整備する 

（公園整備スケジュール） 

H28～H30 基本設計・実施設計 

H29～H30 現有施設の解体工事 

H30～H34 公園等整備工事 

H31～H34 第 1種陸上競技場建築工事 

H36～H37 庭球場整備工事（第 2期工事） 

  

開・閉会

式、陸上

競技 

 

２ 移転整備を行う施設 

施 設 名 整 備 の 方 向 性 ﾎｽﾄﾀｳﾝ ＷＭＧ 国 体 

体育館 ウカルちゃんアリーナ（県立体育館） 

・国体を見据え、必要な維持修繕を行っていく 

・国体後については、廃止し、跡地については、

地元大津市の意見を参考にしながら、有効活用

について検討 

  空手道 

新県立体育館 

・びわこ文化公園都市に移転整備することとし、

スポーツ・健康づくり拠点の核としての整備に

向け、周辺大学・関係団体等や有識者による施

設整備検討懇話会から意見を聴取し、平成28年

度中に基本計画を策定するとともに民間活力導

入について検討 

 （県が直接整備する場合のスケジュール） 

  H28    基本計画の策定 

  H29～H31  基本設計・実施設計 

  H31～H34  造成工事・建築工事 

  

体操、

ﾊﾞｽｹｯﾄ

ﾎﾞｰﾙ、

ﾊﾞﾄﾞﾐﾝ

ﾄﾝ 
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３ 大規模改修を行う施設 

施 設 名 整 備 の 方 向 性 ﾎｽﾄﾀｳﾝ ＷＭＧ 国 体 

琵琶湖漕艇場 ・湖上スポーツの拠点、国体等全国規模の大会

開催にふさわしい施設として活用できるよ

う、大規模な改修を行うこととし、競技団体

等に意見聴取し、整備内容を検討中 

ボート ボート ボート 

 

４ 現状施設の維持修繕を行っていく施設 

施 設 名 整 備 の 方 向 性 ﾎｽﾄﾀｳﾝ ＷＭＧ 国 体 

長浜バイオ大学

ドーム（長浜ドー

ム） 

・必要な維持修繕を実施  ﾎｯｹｰ 相撲 

アイスアリーナ ・必要な維持修繕を実施    

武道館 ・必要な維持修繕を実施    

野球場 ・必要な維持修繕を実施    

柳が崎ヨットハ

ーバー 
・必要な維持修繕を実施    

栗東体育館 ・必要な維持修繕を実施    

伊吹運動場 ・必要な維持修繕を実施 ﾎｯｹｰ ﾎｯｹｰ  

 

５ 引き続き検討 

施 設 名 整 備 の 方 向 性 ﾎｽﾄﾀｳﾝ ＷＭＧ 国 体 

スイミングセン

ター 

・現スイミングセンターを廃止することから、

代替施設について、県としてのプール整備を

検討すべきであるが、県内市町が主体的にプ

ール整備を検討される場合は支援を検討 

・先般、大津市からプール整備の要望があった

が、国体に向けた市単独での皇子が丘プール

の整備は困難であるとのことから、今後、大

津市と整備主体や整備手法について検討し、

協議を行うとともに、他の市町のプール整備

のご意向も伺いながら今年度内に整備の方向

性を決定 

   

スポーツ会館 ・トレーニング施設の機能について新県立体育

館に複合化する方向で検討中 

・現施設の取扱いについては、今年度内に方向

性を決定 

   

ライフル射撃場 ・国体を見据え、今後の方向性について検討中    

 


